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1 は じ め に

昭和54年 7月 中旬以降 8月上旬までの低温によるものと

みられる障害不稔が青森県下北,南部地域で発生した。こ

の実態を明らかにするため,農業改良普及所の協力を得て

調査を行ったので以下報告する。

2調 査 方 法

1 調査地 : 青森県農試藤坂支場,奨励品種決定現地試
験地,生育観測は,一般農家は場等計24か所。
2 調査品種 : ハマアサヒ(極早生), シモ■夕(早生).
アキヒカリ, レイメイ(中生の早 )

3調 査 結 果

l)不稔発生の地域間差異

表 1には各調査地点での不稔歩合を示した。ハマアサヒ

は多いところで40%近い不稔を示しているが,少ないとこ
ろでは数 %しかなく,地域による差が顕著である。シモキ

タ,ア キヒカリでは多くのところで10%前後を示し,地域

表 1 各地域における不稔発生程度
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による差も比較的/」 さヽtヽ。 レィメイは数 %で不稔発生は軽

微である。

以上 4品種の中では,ハマアサヒの地域間差異が目立っ

ていたので,ハマアサヒを中心にして以下考察を行った。

図 1にはハマアサヒの不稔歩合と出穂崩を示した。太平

洋沿岸地域の小田野沢,平沼,三沢,織笠等では不稔が少
ないが,内陸部の上北町,天間林村,十和田市等では30%

前後を示しており,明 らかに内陸部で発生が多くなってい

る。出穂期をみると,太平洋沿岸地域は8月 8～ 9日 であ

るが,内陸部は8月 3日以前のところが多く,両地域で明
らかに差がみられた。

地域によって不稔発生程度に差がみられたのは,低温時
に各地域の稲の生育ステーシに差があったためと考えられ

る。低温は7月 14日以降 8月上旬まで3回ほど出現してい

るが, もっとも程度が強かったのは7月 14日からの5日 間

である(日平均気温の5日 間平均 155℃ )。 この時の生育

ステージは表2に示したが, 8月 8～ 9日 に出穂したもの

は幼穂形成後数日しか経過しておらず,比較的低温感受性
の低い時期にあったものと思われる。一方8月 3日以前に

出穂した場合は幼穂形成後 9～ 17日経過しており,低温感
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表 3 割靱,正常靭の米粒構成 (藤坂 )表 2 7月 14日 における生育ステージ
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受性の高い時期にあったものと推定される。平年において

もヤマセの影響を受けやすい太平洋沿岸地域は,生育が内

陸部よりも遅れ,幼穂形成後間もなかったため,低温の影

響が軽微であったものと思われる。内陸部は前者よりも比

較的ヤマセの影響が少なく生育が進んでいたため,低温感

受性のもっとも高い時期に低温に追い,不稔が多発生した

ものと考えられる。

2 不稔発生と米質
図 2にはハマアサヒの不稔歩合とライスメータ値 (数値

が高いほど透明度がすぐれる )と の関係を示したが,不稔

が多くなるにしたがい米質が悪くなる傾向がみられた。

ラ
イ
ス
メ
ー
タ
ー
値

めま

必
の
類
籾
種

数
合
＞

靭
歩
＜

整 粒

(%)

た択不浪
米歩合
(%)

茶 米

(%)

その他

(%)
ハマアサヒ

不 稔
17,%

正常靭

割 靭
58 7

413

719

57 7

143

38 2

15

14

123

27

全  体 66 0 24 2

bぜ ③

①人 間 C准 7.‐支
②折 郷⑨市 川
③天lll林 0引 沢
④三 沢鏃  浜
⑤田 子⑫七 郷
⑤金 曲 C平 沼
⑦百日本 (攣 ,

不稔歩合(%)

図 2 ハマアサヒの不稔歩合と米質との関係

この米質悪化の要因の一つには割籾の多発生があげられ

る。穂ばらみ期の環境条件の不良によって,籾殻が短縮化

し,こ れによって割籾が発生することが従来から報告され

ている。昭和54年 も7月 の低温によって靭殻が短縮化した

ことや (昭和53年に比べ靭長で4%,靭 幅で 6%短縮 ).
さらに登熟期が多日照で登熱が良好であったこと等から,

不稔の多発生したものほど割靭が多く認められた。表 3に

は割靭の米粒構成について示したが, 割籾は光択不良米

(種皮がくすんだ色をしたものや.薄茶米,部分的着色粒

等 )や茶米が多く米質を悪化させていることがわかった。

表 4 刈取り時期と米質 (藤坂 )
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米質を悪化させた要因のもう一つには刈取り時期の遅れ

があげられる。表 4には藤坂支場でのハマアサヒの刈取り

時期と米質との関係を示したが,上位等級に格付されたの

は遅くとも9月 22日 までに刈取った場合のみで,それ以降

のものは明らかに米質が低下している。昭和54年は例年に

比べ下葉の枯れ上りや,枝梗の枯れが少なかったために刈

取り適期を逃したり,農業共済の検見の遅れで適期と知り

つつも刈取りが遅れた農家が多くみられた。

以上の結果は,障害不稔や割靭が多発生し, しかも,登

熱条件が良好であった場合には,刈取り適期を逃きないよ

うにすることが特に重要であることを示している。

昭和54年 7月 14日 からはしまった低温は,生育の進んで

いた青森県南部地域の内陸部に作付されていた極早生種の

ハマアサヒに,障害不稔を多発生させた。また, この低温

によって籾殻が短縮化し,不稔の多いところほど割籾が多

く発生した。この割親の発生と刈取時期の遅れによって,

不稔多発した地域では米質が大きく低下した。一方,生育

が比較的おくれていた下北,南部の太平洋沿岸地域では,

この低温が低温感受性の低い時期にあたっていたため,障

害の程度は比較的軽微であった。

以上の結果は,極早生種の作付に際しては,作期や適地

について十分検討する必要性があることを示唆していると

思われる。ちなみに,南部地域の安全出穂期は8月 5～ 15

日であることが報告されているが,この間に出穂した場合

には,昭和54年 であっても,低温障害が比較的軽微であっ

た。


